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利用権設定について

議案第38号

    
 

 
 

第
一
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総
則
（定
義
）  

 
 

 
 

 
 

第
二
条
の
ニ 

 

十
三 

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合

理
化
法
人
（以
下
「農
地
保
有
合
理
化
法

人
」と
い
う
。
）又
は
同
法
第
十
一
条
の
十

二
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
（以
下
「農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団

体
」と
い
う
。
）が
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
農
業
委

員
会
に
届
け
出
て
、
同
法
第
四
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
農
地
売
買
等
事
業

（以
下
「農
地
売
買
等
事
業
」と
い
う
。
）の

実
施
に
よ
り
こ
れ
ら
の
権
利
を
取
得
す

る
場
合 

十
四 

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
三

項
の
信
託
の
引
受
の
事
業
又
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
二
項
第

二
号
若
し
く
は
第
二
号
の
ニ
に
掲
げ
る
事

業
（以
下
こ
れ
ら
を
「信
託
事
業
」と
い

う
。
）を
行
う
農
業
協
同
組
合
又
は
農
地

保
有
合
理
化
法
人
が
信
託
事
業
に
よ
る

信
託
の
引
受
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
す

る
場
合
及
び
当
該
信
託
の
終
了
に
よ
り

そ
の
委
託
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
が

所
有
権
を
取
得
す
る
場
合 

Q 砂糖もＴＰＰの対象になっていますよね。沖縄のサトウ
キビ農家にも影響はあるのかな？ 
A 米国や豪州もサトウキビを生産していますが、日本と
比べて生産規模は桁違いに大きいです。だから砂糖を作
る日本の会社は外国産の安い輸入糖を本来の価格より
高く買って、その差額をキビ農家や製糖工場への交付金
にする制度がとられています。ＴＰＰでこの制度は維持さ
れますが、チョコレート菓子などの砂糖を含んでいる『加
糖調製品』の輸入量が増えます。ですから農家などは、将
来、加糖調製品がどんどん増えて国産糖が売れなくなり、
制度を維持できなくなるんじゃないかと懸念しています。 
 
Q 政府や県は何か対策を立てているの？ 
A 政府は９日に設置したＴＰＰ総合対策本部で、農業分
野などの対応を取りまとめていきます。県は８日に翁長雄
志知事が本部長となってＴＰＰ対策本部会議を開きました。
情報を集めてから、県内への影響を把握して、必要な対
策を立ています。今後どのような対策が盛り込まれるの
か注目です。 

TPP メリット TPP デメリット 

 関税の撤廃により肉・野菜・果物・乳製品などの輸入食品が
安くなる。 

 関税の引き下げにより貿易の自由化が進み日本製品の輸
出額が増大する。 

 整備・貿易障壁の撤廃により、大手製造業企業にとっては企
業内貿易が効率化し、利益が増える。 

 鎖国状態から脱しグローバル化を加速させることにより、
GDPが10年間で2.7兆円増加すると見積もられている。 

 海外の安価な商品が流入することによってデフレを引き

起こす可能性がある。 

 関税の撤廃により米国などから安い農作物が流入し、

日本の農業に大きなダメージを与える。 

 食品添加物・遺伝子組み換え食品・残留農薬などの規

制緩和により、食の安全が脅かされる。 

 医療保険の自由化・混合診療の解禁により、国保制度

の圧迫や医療格差が広がりかねない。 

Ｑ ＴＰＰってなに？（環太平洋連携協定） 
A 「国ごとに違う経済活動の規制を取り払って、人やモノ、金の移動を
自由にする協定のことです。農産物などの関税削減に加えて投資や
知的財産などの統一ルールを定め、貿易や投資を活発にして経済成
長につなげる狙いで、５日に大筋合意されました。 
 
Q 参加国は？ 
A 日本とシンガポール、ニュージーランド、チリ、ブルネイ、米国、オー
ストラリア（豪州）、ペルー、ベトナム、マレーシア、メキシコ、カナダの太
平洋を取り囲む１２カ国。 
 
Q 大筋合意で何が決まったの？ 
A 国内の産業を保護するため、輸入品にかけている関税の多くを撤
廃したり引き下げたりすることになりました。例えば外国産牛肉への関
税は、協定発効から１０年以上かけて今の税率の約４分の１に引き下
げます。２種類ある豚肉の関税も、１０年後の撤廃と引き下げが決まり
ました。他にも幅広い品目で影響が出るようです。 
 
Q いつからスタートするの？ 
A 参加１２カ国はまず協定に署名して、それから締結に向けた国内の
手続きに入ります。日本の場合は署名した後に、国会で承認するため
の手続きやＴＰＰに関連する法律案の審議に入ります。審議入りは来
年春以降になる見込みで厳しい審議も予想されています。 
 
Q 沖縄の農畜産業への影響は？ 
A 県内で影響が大きいとされているのは畜産業です。米国などは牛
や豚の餌に使うトウモロコシなどを自国で大規模に生産しているから、
輸入に頼る日本と比べてコストが安く出来るのです。 
さらに、県内の肉用牛農家の９５％は、母牛が産んだ子牛を約１０カ月
間育てて売る『繁殖農家』です。その子牛を本土の『肥育農家』が買っ
て育ててから肉にします。関税引き下げで安い外国産が大量に入った
ら、国産牛肉の価格も海外産に引っ張られて安くなっちゃうかもしれま
せん。そうなると肥育農家はもうけが無くなって、子牛を安く買わないと
いけなくなるから、県内農家は収入が少なくなるんじゃないかって心配
しています。 
県内の豚肉の農家も、県産の豚肉が売れなくなるんじゃないかと不安
に思っていて、外国産に負けないように、新たなブランド豚をつくるなど
対策を考えている農家もいるようです。 
 

おススメの農業図書 

著者は堀口博行氏 サブタ
イトルは「週２日だけ働い
て」となっています。 
新規就農者目線での話と
なっていて、農業委員会も
関係する話が出てきます。
異業種から新規就農しよう
という方には非常に参考に
なると思います。また、現在
農業をされている方でも改

めて農業経営について考え
るいい機会になるかと思い
ます。 
著者は北海道で農業をされ
ているようですが仕事の仕
方や作物の選定方法などは
共通の項目ですので沖縄で
も参考になると思います。 
価格（本体1,500円+税） 
出版社：ダイヤモンド社  
発売日： 2009年4月6日 

「農業で1000万円稼ぐ法」 

産業用廃プラスチックの回収作業について（案内） 
  
大宜味村産業用廃プラスチック適正処理対策協議会では下記要領

においてJAおきなわ大宜味支店集荷場において廃プラスチックの回

収作業を行う予定です。 

予定処理料金は１Kg65円です。回収を希望する方は申込書を協議

会事務局(村産業振興課)まで提出して下さい。 

 

☆前述の料金に対して協議会から3分の1の助成を行います。さらに

農協と取引のある農家については農協からさらに3分の1の助成があ

ります。 
  
日程：平成28年1月21日（木曜日）午後１時00分～4時00分 

場所：JAおきなわ大宜味支店集荷場（根路銘1461） 

電話番号：0980-44-3330 

 

備考：希望者は事前に量を把握するため申込書を提出して下さい。 

JAおきなわ大宜味支店、農業委員会、産業振興課窓口に設置してい

ます。 
  
お問い合わせは  
大宜味村産業振興課 農政係 宮城利安 0980-44-3232 

「農業委員会だより」について、ご意見ご要望等、皆さんの

声をお聞かせ下さい！ 
農業委員会だよりは、大宜味村ホームページの、「農業員
会だより」にカラーで掲載しています♪      
農業委員会 ： 44-3477 



２０１５年（平成２７年）12月1日（火）

 ・執行部 

  （11/18） 
 ・総会  
  （11/25） 

弁護士 髙木 賢 相続 

冬至(トゥンジー） 
12月22日 

購読料    ： 月額700円 
年間購読  ： 8,400円 
発    行 ： 毎週金曜日 
申 込 み  ： 農業委員会 
         事務局 
連 絡 先 ： 44-3477 

栽培 ： シークヮーサー・蕎麦 

面積 ： 約6，000坪 

「青年農業者の会」の会長を務め、農業者

となって3年になる松本さんにお話を伺い

ました。 

Q：農業に入ったキッカケは何ですか？ 

A：那覇でライブハウスを経営していたの

ですが、結婚を機に大宜味村に戻り、農

業を始めました。 

Q：家族構成と、大宜味村に戻って生活の

変化があったら教えて下さい。 

A：奥さんと子供の3人で、両親と同居の5

人家族です。1年間は昼と夜の生活が、

いっきに逆転したので体調を合わせるの

がしんどかったですが、2年目には身体も

慣れました。 

Q：他に取り組んでいる事があれば教えて

下さい。 

A：農業者の会のメンバーと、ミバエの研

修や産業まつり等への参加、農業者簿記

の勉強に取り組んでいます。 

またシークヮーサーの他に蕎麦の生産や、

お父さんの養豚の作業も手伝っています。

作物は手を掛けた分、結果が出るのでや

りがいがあります！ 

★推薦者 ： 山内典貴農業委員 

◆
農
業
経
営
の
計
画
的
継
承 

 

生
き
て
い
る
と
き
か
ら
の
計
画
的
な
継
承
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
「贈
与
」を
中
心
に
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働

能
力
は
年
々
低
下
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
同
じ
よ
う
に

働
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

し
た
が
っ
て
、
農
業
経
営
の
継
承
を
図
る
た
め
に
は
、
後
継
者
へ

の
計
画
的
な
経
営
移
譲
と
そ
れ
に
伴
う
資
産
の
移
譲
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

◆
「第
三
者
継
承
」の
意
義 

 

一
方
、
後
継
者
が
不
在
の
場
合
、
従
来
は
経
営
が
続
け
ら
れ

な
く
な
る
と
資
産
の
売
却
が
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
経
営
が
築
い
て
き
た
農
地
の
ま
と
ま

り
や
顧
客
の
信
用
、
販
路
な
ど
の
無
形
の
資
源
が
消
失
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
は
、
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
で
あ
る

「農
の
雇
用
事
業
」の
中
の
「農
業
経
営
継
承
事
業
」に
お
い
て
、

「第
三
者
継
承
」が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
第

三
者
へ
の
移
譲
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「第
三
継
承
」と
い
う
の
は
、
後
継
者
不
在
の
経
営
を
家
族
以
外

の
「第
三
者
」に
受
け
渡
し
て
い
く
方
式
で
す
が
、
こ
れ
は
単
に

離
農
を
円
滑
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
新
規
就
農

者
対
策
と
し
て
も
重
要
な
方
式
で
あ
り
、
ま
た
地
域
に
と
っ
て

も
、
産
地
維
持
対
策
、
地
域
農
業
の
担
い
手
対
策
に
な
る
と
い

う
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。 

 

こ
の
場
合
、
「第
三
者
」は
後
継
者
と
同
様
の
地
位
に
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
「第
三
者
」と
し
て
信
用
が
お
け
る

人
が
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
目
下
「全
国
農
業
会

議
所
・新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
は
、
農
学
部
出
身
者
、
公

務
員
な
ど
の
経
歴
を
持
っ
た
約
1
０
０
人
の
継
承
希
望
者
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
経
営
移
譲
者
と
「顔
合
わ
せ
」や
「共
同
作
業
」

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
者
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（全
国
農
業
新
聞
「経
営
継
承
の
法
律
問
題
」よ
り
掲
載 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ
２
７
年
11
月
6
日
（金
）） 

第
三
者
継
承
（そ
の
１
） 

経営継承の
法律問題 

全国農業新聞からの
ご紹介です！ 

国頭村民ふれあいセンターにて！ 

申請の手続き （11/12） 

トゥンジージューシーの 
材料（4合分） 

三枚肉          300ｇ 
カステラかまぼこ    200ｇ 
田芋           小３コ 
人参           中１本 

干ししいたけ      中６枚 
ブイヨン         １袋（８ｇ） 

塩・しょうゆ       適量 
万能ネギ        お好みで 

次はクガニー

です♪ 

平成27年度北部地区農業委員
会委員・職員研修会 （10/29） 

由来 
沖縄の方言でトゥンジーは冬至、ジューシーは炊込みご飯の事

で、トゥンジージューシーは「冬至の炊き込みご飯」という意味に

なります。 
この日は一年で最も昼間が短く、夜が長い日です。 

冬至の頃から田芋が多く出回るため、冬至には田芋の入った

ジューシーを家族みんなで食べ、家族の健康と子孫繁栄を願う

習慣があります。 

押川（11/16） 
産業振興課と 
宮城威・宮城保幸委員 

根路銘・塩屋（11/16） 

  宮城威委員・宮城保幸委員 

 

津波（11/16） 

  山内典貴委員・前田貞夫委員 

 

白浜（11/10） 

  比嘉悟委員・眞喜志豊委員 

 

沖
縄
県
農
業
会
議 

沖
縄
県
農
業
振
興
公
社
と
と
も

に
「沖
縄
県
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
て
、
新
た
に

農
業
経
営
を
開
始
す
る
人
と
農

業
研
修
を
希
望
す
る
人
に
対
し

て
、
農
地
情
報
の
提
供
、
研
修
受

け
入
れ
農
家
の
情
報
提
供
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

出荷の追い込み中に

取材を受け手頂き、有

難うございました！ 

申請の調査 （11/10～11/16） 

沖縄県農業会議  

与座 規克 事務局長の講演 


